
未来への挑戦
　「元気な垂水づくり！未来への挑戦」を踏まえ、第５次垂水市総合計

画に掲げるまちづくりの目標「次世代の担い手を育成・支援するまち」

について申し述べます。

１
地
方
創
生
関
連

　

国
は
、
人
口
減
少
と
東
京
一
極

集
中
を
是
正
し
、
地
域
の
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
平
成
26

年
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」
を
施
行
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
本
市
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
５
か
年
の
「
垂
水
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
４
つ
の
基
本
目
標
を

掲
げ
、
総
合
的
な
取
組
を
講
じ
て

き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
計
画
期
間
の
最
終

年
度
に
当
た
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

各
取
組
の
進
捗
状
況
の
点
検
や
効

果
検
証
を
実
施
し
、
第
２
期
の
総

合
戦
略
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
地
域
振
興

　

平
成
22
年
度
に
地
域
振
興
計
画

が
策
定
さ
れ
て
以
来
、
市
内
９
地

区
全
て
で
計
画
の
策
定
、
見
直
し

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
度
は
、

境
地
区
と
協
和
地
区
で
、
計
画
の

見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
は
、
柊
原
と
松
ヶ

崎
が
総
務
省
の
事
業
採
択
を
受
け

ま
し
た
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
が
地

域
住
民
主
体
で
さ
ら
に
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

各
地
区
の
課
題
の
把
握
に
努
め
、

地
域
活
性
化
を
図
り
、
各
地
区
が

描
く
「
あ
り
た
い
姿
」
向
け
て
、

地
域
住
民
と
と
も
に
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３
移
住
定
住
の
促
進

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
利
用
拡

大
の
た
め
に
、
登
録
物
件
で
の
家

財
撤
去
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る

助
成
、
転
入
者
お
よ
び
市
内
の
子

育
て
世
帯
へ
の
住
宅
取
得
助
成
や

新
生
活
を
始
め
る
世
帯
へ
の
民
間

賃
貸
家
賃
な
ど
を
補
助
し
て
お
り
、

昨
年
度
は
、
27
世
帯
54
名
の
転
入

の
受
入
れ
、
15
世
帯
61
名
の
転
出

抑
制
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
こ
れ
ら
事
業
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
情
報
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
か
ら
は
国
の

制
度
に
よ
り
東
京
23
区
か
ら
地
方

へ
の
移
住
者
へ
交
付
金
を
支
給
す

る
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
国

や
県
と
連
携
し
、
移
住
者
へ
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

４
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
平

成
29
年
10
月
か
ら
返
礼
割
合
３
割
以

下
へ
と
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、
返

礼
割
合
が
３
割
を
超
え
る
自
治
体
と

競
合
す
る
こ
と
と
な
り
、
寄
附
金
額

は
約
５
億
８
５
８
４
万
円
に
と
ど
ま

り
、平
成
29
年
度
と
比
較
し
ま
す
と
、

約
３
割
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
６
月
１
日
以
降
、
返
礼
割

合
が
法
律
で
規
制
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
他
自
治
体
と
同
じ
条
件
で
ふ

る
さ
と
納
税
を
募
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
昨
年
度
の
実
績
を
受
け
止

め
、
特
産
品
の
セ
ッ
ト
商
品
開
発
、

Ｐ
Ｒ
戦
略
の
拡
充
な
ど
、
返
礼
品

提
供
事
業
者
と
の
連
携
を
図
り
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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地方創生関連

移住定住の促進

地域振興

ふるさと納税制度

地方創生関連事業

◎垂水市まち・ひと・しごと総合戦略
→H27年から５か年の具体的な施策をまとめたもの

■政策分野ごとの４つの基本目標
①垂水市における安定した雇用を創出する
②垂水市への新しいひとの流れをつくる
③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
④時代にあった地域をつくり、安心なくらしを守る

　とともに、地域と地域を連携する

◎第５次垂水市総合計画（H30. ３策定）
→ 10 年のまちづくりの指針を示し
　たもの。「垂水市まち・ひと・し
　ごと総合戦略」は重点プロジェ
　クトの１つに掲げられている。

■計画期間／ H30（2018）年度～ R9（2027）年度

定住促進事業〔2,765 万９千円〕
→空き家活用支援や住宅取得にかかる補助金
　（空き家有効活用推進事業支援補助金、垂水市
　住宅取得費等助成金、垂水市空き家リフォー
　ム促進事業補助金等）

地域振興計画事業
→今年度は、境地区、協和地区で計画の見直し
　を予定

過疎地域集落ネットワーク圏形成
支援事業交付金〔2,255 万３千円〕
→松ヶ崎地区、柊原地区で事業を計画

ふるさと納税事業
〔５億 5,745 万２千円〕

→返礼品事業者に支払う商品代や送料、システ
　ム運営費用等

◎ふるさと納税寄附実績

　H28 ／６億 1,461 万円

　H29 ／８億 6,700 万円

　H30 ／５億 8,584 万円

返礼品のうなぎとカンパチ

▼
▼

Ch
allen
ge

futur
e

H30 年度に過疎地
域集落ネットワー
ク圏形成支援事業
交付金を活用し、
リニューアルした
新城地区の「おた
けどんの郷」

垂水市移住
ガイドブック
「垂水日和」

▼

◎空き家バンクや各種補助金
　の詳細は、WEB サイトか
　らご確認い
　ただけます。
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